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社会貢献志向が織りなす

グッチのバックノ(ック

あるだろう。手間暇かけられた織物

で作られたものは、形が古くなって

もリッチ感が失われず、おいそれと

捨てられない。結果、長く使い続け

るので環境にも優しい。職人の技術

を保護する目的もあろう。人間が歴

史を通して磨き抜いた高度な伝統技

術を現代モードに生かし、次世代に

伝えることは社会貢献にもなる。

現代にふさわしい理想を反映した

ファッションアイテムは、それゆえ

に、おそろしく高価である。芸術品

のような服を買うことで作り手を支

援できるのは、ほぼ富裕層のみ。タ

ペストリー・ジャージーは20万円弱。

タペストリー・リュックは約館万円。

18世紀フランスの宮廷服を連想し

た。刺しゅうたっぷりの宮廷服を着

ていたのは貴族だが、彼らもまた、

職人技が生きる服を購入し、着るこ

とで、職人の生活を支えたのである。

タペストリーは壁に飾るが、起源

はじゅうたん。美しい織物を踏むの

は忍びないと壁に飾られた。タペス

トリ丁を用いたアイテムを眺める

と、サマセット・モームが「人間の

絆」で書いた「人生はペルシャじゅ

うたん」との人生観を思い出す。人

生に意味はなく一生は織り上げられ

た一枚のじゅうたんという考えで、

明るい部分も暗い部分も深みのある

じゅうたんを構成する要素だ。

ファッションも似ている。サステ

ナビリティー志向、社会貢献への配

慮、格差問題などの明暗入り交じる

糸によって、タペストリー・シック

というトレンドが織り上げられてい

る。 (服飾史家)


